
写真１　備前焼の変遷 ※ 天正 18 年銘壺は岡山後楽園蔵、他は岡山県立博物館蔵
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間
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い
た
放
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条
線

ら
せ
ん
状
の
条
線
を
加
え
る

元
亀
２
年
（
１
５
７
１
）
銘

慶
長
12
年
（
１
６
０
７
）
銘

文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）
銘

慶
長
18
年
（
１
６
１
３
）
銘

元
和
５
年
（
１
６
１
９
）
銘

高
さ
１
ｍ
を
超
え
る

大
き
な
も
の
が
増
え
る

こ
の
頃
か
ら
胴
部
の

張
り
が
小
さ
く
な
る

頸
部
の
く
び
れ
を
失
い
、

寸
胴
に
な
る

玉
縁
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上
下
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が
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縁
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、
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面
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年
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１
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０
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１
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０
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縁
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下
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く
な
る

西暦
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は
じ
め
に

　

県
政
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
岡
山
県
立
博
物
館
は
岡
山
後
楽
園
の

正
門
前
に
建
設
さ
れ
た
。
開
館
日
の
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
八
月
二
九
日

は
、廃
藩
置
県
が
宣
言
さ
れ
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
一
四
日
（
旧
暦
）

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
。

　

築
後
五
〇
年
が
近
づ
き
建
物
の
老
朽
化
が
目
立
つ
博
物
館
は
、令
和
二
年（
二

〇
二
〇
）
四
月
一
日
か
ら
休
館
し
、
空
調
設
備
等
の
更
新
や
耐
震
補
強
の
た
め

改
修
工
事
を
行
っ
た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
七
日
か
ら
、
改
修
部
分

が
少
な
か
っ
た
一
階
展
示
室
の
み
先
行
し
て
展
示
を
再
開
し
、
同
年
四
月
一
日

か
ら
は
全
面
的
に
再
開
館
と
な
る
。

　

収
蔵
庫
も
改
修
の
対
象
と
な
り
、
所
蔵
品
は
館
内
外
の
複
数
箇
所
に
分
け
て

保
管
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
調
査
や
撮
影
な
ど
を
行
う
作
業
場
所
に
も
工
事
は

及
ん
だ
。
工
事
の
影
響
に
よ
り
、
作
品
の
取
り
出
し
や
作
業
場
所
の
確
保
が
難

し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
三
年
近
く
に
も
及
ぶ
休
館
期
間
を
利
用
し
、
館
蔵
品

と
寄
託
品
の
再
整
理
、
そ
し
て
再
調
査
を
進
め
た
。
ま
た
、
そ
の
成
果
に
基
づ

き
、
展
示
室
で
配
布
す
る
資
料
の
案
を
作
成
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
整
理
作
業
を
行
う
中
で
得
た
、
陶
磁
器
分
野
に
お
け
る
調
査
成

果
を
紹
介
す
る
。

一　

陶
磁
器
分
野
の
館
蔵
品
リ
ス
ト

　

当
館
は
収
蔵
品
を
一
括
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
で
管
理
し
て
き
た
。

休
館
す
る
ま
で
に
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
さ
れ
て
い
た
、
陶
磁
器
分
野
の

館
蔵
品
数
は
四
六
四
件
で
あ
る
。

　

今
回
の
整
理
作
業
で
は
、
作
品
の
所
在
を
確
認
し
な
が
ら
、
収
蔵
位
置
を
示

す
図
を
作
成
し
た
。
同
時
に
、
破
片
資
料
以
外
は
再
撮
影
と
計
測
を
行
い
、
作

品
の
画
像
と
計
測
値
が
一
覧
で
き
る
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
画
像
デ
ー
タ
は
器

種
な
ど
で
区
別
せ
ず
、ま
と
め
て
フ
ォ
ル
ダ
内
に
保
管
す
る
。
必
要
な
と
き
は
、

リ
ス
ト
に
示
し
た
フ
ァ
イ
ル
名
に
基
づ
き
、
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
寄
託
品
に

つ
い
て
も
同
様
の
作
業
を
進
め
た
。

　

な
お
、
改
修
工
事
に
よ
り
収
蔵
庫
内
の
棚
は
改
め
ら
れ
、
配
置
も
変
更
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
位
置
図
は
、
作
品
を
収
蔵
庫
内
に
戻
す
際
に
作
り
直
し
た
。

　

今
回
の
整
理
作
業
を
通
じ
て
作
成
し
た
リ
ス
ト
を
、
来
館
者
向
け
に
編
集
し

た
資
料
が
写
真
8
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
当
館
で
展
示
す
る
館
蔵
品
の
備
前

焼
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
。

　

写
真
は
種
別
ご
と
に
ま
と
め
て
時
代
順
に
配
置
し
、資
料
を
広
げ
て
見
る
と
、

お
お
ま
か
に
備
前
焼
の
変
遷
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
意
識
し
て
作
成
し
た
。
費

用
が
確
保
で
き
た
と
き
に
印
刷
を
行
い
、
展
示
室
で
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

備
前
焼
の
変
遷
と
窯
跡
採
集
資
料
の
紹
介	

重
　
根
　
弘
　
和

　
　
　	

―
休
館
中
に
行
っ
た
整
理
作
業
を
通
じ
て
―
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写真 9　備前焼 花瓶の変遷（右列は壺）

写真 8　配付資料案

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
銘

慶
長
15
年
（
１
６
１
０
）
銘

永
正
９
年
（
１
５
１
２
）
銘

永
禄
12
年
（
１
５
６
９
）
銘

元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
銘

元
和
３
年
（
１
６
１
７
）
銘

　
備
前
焼
の
花
瓶
は
中
国
の
磁
器
か
銅
器
を
模
し
た
と
さ
れ
る
が
、
一
六
世
紀
代
の
も
の
は
、
頸
部
よ
り
上

を
除
い
て
胴
部
の
み
を
見
る
と
、同
時
期
に
作
ら
れ
た
壺
と
類
似
し
、形
の
変
遷
も
共
通
す
る
（
参
考
：
右
列
）。

　
た
だ
し
元
和
期
に
は
、
中
国
の
磁
器
を
よ
り
忠
実
に
模
倣
す
る
よ
う
に
な
り
、
備
前
焼
の
壺
と
の
類
似
性

は
失
わ
れ
る
。
元
和
期
以
後
の
備
前
焼
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
写
し
」
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
る
の
か
、

模
倣
の
忠
実
度
が
増
す
傾
向
に
あ
る
。

※
永
正
9
年
銘
・
永
禄
12
年
銘
（
静
円
寺
光
明
院
蔵
）、
元
和
2
年
銘
・
天
正
18
年
銘
（
岡
山
後
楽
園
蔵
）、

　
他
は
岡
山
県
立
博
物
館
蔵
。

　
永
正
9
年
銘
、
永
禄
12
年
銘
、
天
正
18
年
銘
、
慶
長
15
年
銘
は
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
。

※ 190 × 900mm　両面カラー　ジャバラ 8 面
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甕
は
一
四
、
五
世
紀
を
通
じ
て
折
り
返
す
範
囲
を
広
げ
、
玉
縁
を
大
き
く
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
口
縁
部
の
断
面
は
、
一
四
世
紀
前
半
ま
で
は
円
形
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
後
は
長
楕
円
形
と
な
る
。
一
六
世
紀
に
入
る
頃
に
は
接
着
部
分
が

強
く
押
さ
え
ら
れ
、
玉
縁
外
側
の
下
半
に
く
ぼ
ん
だ
線
が
廻
る
。
一
六
世
紀
以

降
、
さ
ら
に
玉
縁
が
大
き
く
な
る
と
線
を
上
に
増
や
し
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら

は
三
条
の
線
を
廻
ら
す
例
が
多
数
と
な
る
。

　

壺
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
玉
縁
の
上
下
幅
を
狭
め
、
一
六
世
紀
に
入
る
頃
に

は
断
面
が
円
形
と
い
う
よ
り
は
三
角
形
に
近
く
な
り
、
口
縁
部
の
外
側
に
稜
が

で
き
る
。
端
部
を
外
側
に
折
り
曲
げ
ず
、
厚
み
を
増
す
だ
け
で
玉
縁
状
に
見
せ

る
も
の
も
あ
る
。
一
六
世
紀
後
半
か
ら
は
上
か
ら
押
さ
え
て
外
側
に
突
出
さ
せ

た
形
に
な
り
、一
七
世
紀
に
入
る
と
突
出
さ
せ
た
部
分
の
上
端
を
平
ら
に
す
る
。

　

な
お
、
壺
、
甕
と
も
に
、
一
六
世
紀
末
頃
か
ら
胴
部
の
張
り
が
小
さ
く
な
り
、

寸
胴
型
に
近
づ
く
傾
向
に
あ
る
。一
六
世
紀
代
に
は
備
前
で
も
花
瓶
を
作
る
が
、

こ
の
胴
部
は
同
時
代
の
壺
と
形
状
が
類
似
す
る
。
そ
し
て
、
一
六
世
紀
後
半
以

降
、
胴
部
の
張
り
が
小
さ
く
な
る
（
写
真
9
）。
壺
、
甕
、
花
瓶
と
い
っ
た
異

な
る
器
種
に
お
い
て
、
同
じ
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　

備
前
焼
の
表
面
は
、
一
三
世
紀
ま
で
は
灰
色
が
中
心
だ
が
、
一
四
世
紀
前
半

か
ら
赤
み
を
帯
び
た
も
の
が
増
え
、一
五
世
紀
以
降
は
赤
褐
色
が
中
心
に
な
る
。

現
在
は
、
備
前
焼
と
聞
く
と
茶
色
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た

発
色
が
増
え
る
の
は
一
四
、
五
世
紀
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
茶
色
」
と
ひ

と
く
く
り
に
し
て
呼
ば
れ
る
色
で
あ
っ
て
も
、
時
代
に
よ
っ
て
赤
み
の
強
さ
や

色
の
明
る
さ
が
異
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
光
沢
の
有
無
や
調
子
、
そ
し
て
表
面

の
質
感
に
も
違
い
が
あ
る
。

二　

備
前
焼
の
変
遷

ⅰ
．
変
遷
の
提
示

　

作
成
し
た
館
蔵
品
リ
ス
ト
の
中
か
ら
備
前
焼
の
壺
、
甕
、
擂
鉢
を
抽
出
し
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
備
前
焼
の
形
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
示
し

た
の
が
写
真
1
で
あ
る
。
時
代
は
上
が
古
く
、
下
が
新
し
い
。

　

上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
順
に
見
る
と
、
様
々
な
部
分
に
変
化
が
あ
る
。
そ
の

中
で
最
も
変
化
が
捉
え
や
す
い
の
は
、口
縁
部
と
呼
ば
れ
る
上
端
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、
備
前
焼
が
作
ら
れ
た
時
代
は
、
口
縁
部
の
形
に
注
目

す
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
写
真
1
で
も
、
お
も
に
口
縁
部

の
変
化
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
写
真
横
に
記
し
て
変
遷
を
示
し
た
。

ⅱ
．
変
遷
の
概
要
（
写
真
1
）

　

擂
鉢
は
一
四
世
紀
に
な
る
と
厚
く
な
り
、
口
縁
部
上
端
に
で
き
た
平
坦
面
の

幅
も
広
く
な
る
。
平
坦
面
は
一
四
、
五
世
紀
を
通
じ
て
外
側
が
下
が
り
、
内
側

が
上
を
向
く
。
そ
の
た
め
、
口
縁
部
が
上
に
向
か
っ
て
拡
張
し
た
よ
う
な
形
に

な
る
。
さ
ら
に
新
し
く
な
る
と
拡
張
部
分
が
上
方
に
伸
び
、
外
面
に
条
線
が
廻

る
。
一
六
世
紀
後
半
に
は
そ
の
部
分
を
厚
く
し
、上
端
の
内
側
に
段
を
付
け
る
。

　

壺
と
甕
の
口
縁
部
は
、
一
五
世
紀
前
半
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
変
遷
を
た
ど
る
。

一
三
世
紀
ま
で
は
端
部
を
外
側
へ
反
ら
せ
る
だ
け
だ
が
、
次
第
に
そ
の
範
囲
は

広
が
り
、
下
に
向
か
っ
て
折
り
返
し
た
形
に
な
る
。
一
四
世
紀
に
は
折
り
返
し

た
部
分
が
圧
着
さ
れ
、
特
徴
的
な
玉
縁
が
で
き
あ
が
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
、
備
前
に
限
ら
ず
国
内
各
地
で
壺
と
甕
が
作
ら
れ
る
が
、
表
面
の
質
感
や

色
調
に
加
え
て
口
縁
部
の
形
を
見
る
と
、
お
お
よ
そ
の
産
地
は
識
別
で
き
る
。
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大
量
に
生
産
さ
れ
た
壺
、
甕
、
擂
鉢
は
、
作
ら
れ
た
時
期
に
よ
り
、
表
面
の

色
や
質
感
に
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
個
体
差
も
あ
り
、
一
点

の
み
を
見
て
判
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
そ
の
傾
向
を
参
照
す
る
と
、
壺
、

甕
、
擂
鉢
以
外
の
備
前
焼
（
経
筒
、
瓦
、
茶
道
具
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
大
ま

か
な
年
代
推
測
が
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、「
桃
山
の
名
品
」
と
伝
わ
る
茶
道

具
の
花
入
や
水
指
を
見
る
と
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
銘
や
慶
長
一
八
年

（
一
六
一
三
）
銘
の
甕
と
、
表
面
の
質
感
や
色
調
が
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

ⅲ
．
提
示
し
た
変
遷
の
問
題
点

　

写
真
1
は
館
蔵
品
の
中
か
ら
各
時
代
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
た
作
品
を
抽
出

し
、
写
真
を
縦
に
並
べ
、
そ
こ
に
岡
山
後
楽
園
か
ら
の
寄
託
品
を
一
点
加
え
て

作
成
し
た
。
作
品
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
全
体
の
形
が
わ
か
る
も
の
に
限
定

し
た
。
そ
の
た
め
掲
載
し
た
作
品
の
数
は
、
時
期
に
よ
っ
て
多
少
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
三
世
紀
以
前
の
作
品
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
備
前
焼
の
壺
、
甕
、

擂
鉢
が
完
全
な
形
で
伝
わ
る
例
は
限
ら
れ
る
。
輸
送
す
る
船
が
沈
没
し
て
海
底

に
残
さ
れ
た
、
火
葬
骨
や
銭
を
入
れ
て
埋
め
た
と
い
っ
た
場
合
を
除
く
と
、
壊

れ
る
ま
で
使
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
四
、
五
世
紀
に
な
る
と
備
前
焼
は

全
国
に
流
通
し
、
海
底
や
集
団
墓
な
ど
で
完
形
品
が
見
つ
か
る
例
も
増
え
る
が
、

一
三
世
紀
以
前
は
遠
方
ま
で
運
ば
れ
た
例
は
少
な
く
、
窯
跡
群
で
確
認
で
き
る

陶
片
の
量
も
一
四
、
五
世
紀
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
一
三
世
紀
の
窯
跡
は
複
数
知

ら
れ
る
が
、
窯
跡
採
集
品
で
全
体
の
姿
が
わ
か
る
資
料
は
ま
ず
な
い
。
基
本
的

に
は
使
用
に
耐
え
な
い
、
も
し
く
は
商
品
に
な
り
得
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の

し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
一
三
世
紀
以
前
の
作
品
は
手
薄
に
な
る
。

　

擂
鉢
に
つ
い
て
は
、
用
途
か
ら
考
え
て
も
、
完
全
な
形
の
ま
ま
伝
わ
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
全
国
各
地
の
中
世
遺
跡
で
は
、
内
面
が
摩
滅

し
、
破
片
と
な
っ
た
擂
鉢
が
大
量
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
擂

鉢
は
、
い
ず
れ
も
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
「
海
揚
が
り
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
使
っ
た
痕
跡
は
な
い
。「
海
揚
が
り
」
は
、
作
ら
れ
た
当
時
の
姿
を
伝

え
る
と
同
時
に
、
備
前
焼
の
流
通
や
制
作
年
代
を
考
え
る
と
き
の
重
要
な
参
考

資
料
と
な
り
、
研
究
の
進
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

集
団
墓
に
お
い
て
、備
前
焼
の
壺
を
火
葬
骨
の
埋
納
容
器
に
使
用
す
る
例
は
、

一
三
世
紀
代
か
ら
確
認
で
き
る
。
墓
地
に
埋
納
さ
れ
た
壺
は
割
れ
ず
に
伝
わ
る

例
も
多
く
、
壺
に
つ
い
て
は
擂
鉢
や
甕
よ
り
も
均
等
に
作
品
が
配
置
で
き
た
。

し
か
し
集
団
墓
の
発
掘
調
査
成
果
を
見
る
と
、
壺
に
は
か
な
り
の
形
態
差
が
あ

る
。
写
真
1
で
は
そ
う
し
た
例
は
網
羅
せ
ず
、
各
時
代
の
特
徴
が
捉
え
や
す
い

作
品
の
み
を
抽
出
し
て
紹
介
し
た
。

　

甕
は
高
さ
が
一
ｍ
を
超
え
、
重
さ
が
一
〇
〇
㎏
に
及
ぶ
も
の
が
一
六
世
紀
後

半
か
ら
増
え
る
。
大
き
な
甕
は
、
壺
や
擂
鉢
と
比
べ
る
と
移
動
は
難
し
く
、
土

中
に
埋
め
る
な
ど
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
、
肩
部
に
「
あ
つ
ら
へ
」
と
刻
む
例

も
あ
り
、
特
別
な
注
文
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
大
形
品

に
保
存
状
態
が
よ
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
肩
部
や
底
面
に
年
銘
を
刻
む
例
も

多
く
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
形
や
作
り
方
の
変
遷

が
詳
細
に
追
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
一
六
世
紀
前
半
の
甕
は
当
館

に
は
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
四
、
五
世
紀
代
と
し
た
作
品
も
復
元
品
で
あ
る
。

大
形
品
や
年
銘
を
刻
む
作
品
以
外
は
、
甕
も
擂
鉢
と
同
じ
よ
う
に
割
れ
る
ま
で

使
用
し
た
か
、
廃
棄
す
る
と
き
に
割
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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国
内
各
地
の
著
名
な
窯
業
地
は
、県
立
の
陶
芸
美
術
館
な
ど
を
設
立
す
る
が
、

そ
う
し
た
施
設
が
な
い
岡
山
県
で
は
、
県
立
博
物
館
が
そ
の
役
割
も
担
う
。
博

物
館
は
備
前
焼
を
主
要
な
展
示
品
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
常
に
展
示
場
所
を
確

保
し
、
歴
史
や
特
徴
な
ど
を
紹
介
す
る
作
品
を
幅
広
く
収
集
し
て
き
た
。
写
真

１
は
そ
の
成
果
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
備
前
焼
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
か
を
考
え
る
と
、
形
が
わ
か
る

良
好
な
作
品
の
入
手
が
難
し
い
時
期
も
あ
る
。
ま
た
、
現
代
の
備
前
焼
研
究
で

は
、
一
七
世
紀
前
半
か
ら
は
茶
道
具
や
細
工
物
が
注
目
さ
れ
る
た
め
か
、
そ
れ

以
後
に
作
ら
れ
た
壺
、
甕
、
擂
鉢
は
ほ
と
ん
ど
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
写
真
1
は
、
壺
、
甕
、
擂
鉢
の
変
遷
を
館
蔵
品
に
基
づ
き
な
が

ら
大
ま
か
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
備
前
焼
の
変
遷
に
つ
い
て
概
略
を
知
る
参
考
資
料
に
は
な
る
と
考

え
、
備
前
焼
関
連
年
表
を
裏
面
に
印
刷
し
た
上
で
、
写
真
8
と
同
じ
よ
う
に
展

示
室
に
て
配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
文
末
に
は
、
備
前
焼
の
変
遷
を
知
る

関
連
資
料
と
し
て
、
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
窯
跡
分
布
図
を
加
え
、
時
代

に
よ
っ
て
窯
跡
が
集
中
す
る
地
点
が
変
化
す
る
様
子
を
示
し
た
。（
図
１
～
6
）。

三　

窯
跡
採
集
資
料
の
紹
介

ⅰ
．
伊
部
南
大
窯
跡
で
採
集
し
た
徳
利

　

写
真
2
は
伊
部
南
大
窯
跡
で
採
集
し
た
と
伝
わ
る
寄
贈
品
で
あ
る
。
一
部
破

片
が
失
わ
れ
て
欠
損
部
分
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
体
の
形
が
わ
か
る
。
備
前
焼
の

徳
利
は
胴
部
や
頸
部
の
形
状
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
本
作
の
よ
う
に
や
や
肩
部

を
張
ら
せ
て
胴
部
を
縦
に
長
く
し
た
形
状
は
「
棗
形
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
高

さ
が
三
〇
・
五
㎝
で
、
胴
径
が
二
三
・
六
㎝
で
あ
る
。
開
い
た
口
縁
端
部
の
外

側
に
面
を
作
り
、
そ
の
部
分
か
ら
肩
部
に
か
け
て
白
色
に
な
っ
た
筋
が
張
り
付

く
。
こ
れ
は
窯
詰
め
時
に
巻
い
た
ワ
ラ
が
燃
焼
し
た
痕
で
あ
る
。
胴
部
は
厚
さ

が
一
㎝
程
度
で
、胎
土
中
に
含
ま
れ
て
い
た
気
泡
が
膨
ら
み
、「
ブ
ク
が
吹
い
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
部
分
が
数
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
。
表
面
や

割
れ
た
断
面
を
見
る
と
、
黒
褐
色
の
粒
が
目
立
つ
。

　

こ
れ
と
類
似
し
た
作
品
が
所
蔵
品
に
あ
る
（
写
真
4
）。
胴
部
の
表
面
全
体

が
黄
色
み
が
か
っ
た
白
色
に
発
色
し
、
口
縁
部
は
深
紅
に
な
る
。
そ
し
て
、
口

縁
部
と
同
じ
色
の
線
が
正
面
右
肩
か
ら
左
下
に
向
か
っ
て
二
条
ほ
ど
走
る
。
こ

う
し
た
発
色
は
「
ヒ
ダ
ス
キ
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

写
真
2
は
表
面
全
体
が
褐
色
に
包
ま
れ
る
た
め
分
か
り
づ
ら
い
が
、
よ
く
見

る
と
ヒ
ダ
ス
キ
が
認
め
ら
れ
る
。
白
色
に
な
っ
た
筋
の
周
辺
を
は
じ
め
、
口
縁

部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
赤
色
の
筋
が
発
色
す
る
。
お
そ
ら
く
、
ヒ
ダ
ス
キ
の
発

色
を
狙
っ
て
窯
詰
め
さ
れ
た
。
胴
部
は
写
真
4
の
よ
う
な
白
色
で
は
な
い
が
、

同
時
期
の
備
前
焼
と
比
べ
る
と
、
褐
色
の
発
色
は
淡
い
。
急
激
な
温
度
変
化
が

あ
っ
た
の
か
、
焼
成
の
途
中
で
破
損
し
、
廃
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

写
真
4
は
、
ヒ
ダ
ス
キ
の
発
色
が
特
に
鮮
や
か
な
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
き

た
。
高
さ
三
〇
・
六
㎝
、
胴
径
二
二
・
七
㎝
を
測
り
、
写
真
2
と
大
き
さ
も
近

い
が
、
口
縁
部
の
形
態
は
異
な
る
。
本
作
の
ほ
う
が
高
く
立
ち
上
が
り
、
内
面

に
屈
曲
部
を
作
る
。
胴
部
外
面
に
は
、
横
方
向
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
撫
で
た
痕

が
あ
る
。
表
面
は
釉
薬
を
掛
け
な
い
備
前
焼
特
有
の
質
感
を
残
し
な
が
ら
も
非

常
に
滑
ら
か
で
、さ
ら
り
と
し
た
手
触
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
写
真
2
は
、

表
面
に
同
様
の
ナ
デ
痕
を
残
す
が
、
手
に
取
る
と
ザ
ラ
つ
き
を
強
く
感
じ
る
。
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備
前
焼
の
徳
利
は
一
六
世
紀
前
半
に
は
作
ら
れ
て
い
た
が
（
乗
岡
二
〇
一

七
）、
生
産
が
本
格
化
す
る
の
は
一
六
世
紀
後
半
で
あ
る
。
一
六
世
紀
後
半
か

ら
一
七
世
紀
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
徳
利
の
多
く
は
、
ロ
ク
ロ
成
形
後
、
ロ

ク
ロ
目
を
消
す
か
の
よ
う
に
、
静
止
し
た
状
態
で
斜
め
方
向
に
削
る
。
そ
れ
が

一
七
世
紀
前
半
以
降
に
な
る
と
、
ロ
ク
ロ
成
形
時
に
付
い
た
横
方
向
の
痕
を
そ

の
ま
ま
残
す
例
が
増
え
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
二
つ
の
徳
利
は
、
ロ
ク
ロ
成
形

後
に
削
り
つ
つ
も
、
回
転
さ
せ
な
が
ら
横
方
向
に
撫
で
た
痕
を
残
す
。
一
七
世

紀
初
頭
よ
り
や
や
降
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

窯
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
見
る
と
、
棗
形
の
よ
う
な
肩
部
か
ら
胴
部
が
張
っ

た
形
状
の
徳
利
は
、
伊
部
南
大
窯
跡
中
央
窯
跡
（
備
前
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇

八
）
や
伊
部
南
大
窯
跡
周
辺
窯
跡
群
西
2
号
窯
跡
（
備
前
市
教
育
委
員
会
二
〇

〇
三
）
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
古
い
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
伊
部
南

大
窯
跡
周
辺
窯
跡
群
東
3
号
窯
跡
（
備
前
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三
）
で
は
、

多
数
の
徳
利
が
見
つ
か
り
な
が
ら
も
、
棗
形
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で

の
推
測
は
そ
の
成
果
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

発
掘
調
査
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
想
定
し
た
、
徳
利
の
変
遷
試
案
が
写
真
7

で
あ
る
。
変
遷
を
想
定
す
る
に
あ
た
り
、
お
も
に
注
目
し
た
の
は
口
縁
部
上
端

の
外
側
に
作
る
面
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
徳
利
が
そ
う
し
た
面
を
作
る

わ
け
で
は
な
い
。
小
形
品
を
は
じ
め
と
す
る
頸
部
が
細
い
徳
利
は
、
口
縁
部
を

ゆ
る
く
逆
「
ハ
」
字
状
に
開
く
程
度
に
留
め
て
、
端
部
を
丸
く
収
め
る
例
が
多

い
。
口
縁
部
に
面
を
作
ら
な
い
事
例
は
、
時
期
を
問
わ
ず
存
在
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、写
真
1
で
紹
介
し
た
紀
年
銘
を
刻
む
甕
の
胴
部
外
面
を
見
る
と
、

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
銘
の
表
面
に
は
砂
粒
を
引
き
ず
っ
た
痕
が
多
数
あ
り
、

板
状
工
具
で
撫
で
た
痕
を
そ
の
ま
ま
残
す
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
銘
と
慶

長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
銘
は
、
手
の
届
く
範
囲
で
向
き
を
変
え
な
が
ら
、
布

状
の
も
の
で
撫
で
た
痕
を
残
す
。使
用
し
た
工
具
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
終
的
な
仕
上
げ
を
静
止
し
た
状
態
で
細
か
く
向
き
を
変
え
な
が
ら
行
う
点
は

共
通
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
銘
と
元
和
五
年
（
一

六
一
九
）
銘
は
、
回
転
し
な
が
ら
横
方
向
へ
と
、
ひ
と
つ
な
が
り
に
撫
で
た
痕

を
残
す
。
表
面
の
仕
上
げ
方
に
対
す
る
意
識
の
変
遷
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
徳

利
と
共
通
す
る
。
現
状
の
調
査
成
果
を
見
る
限
り
、
変
化
す
る
時
期
も
ほ
ぼ
一

致
す
る
。
提
示
し
た
作
品
数
が
少
な
い
上
に
、
他
の
容
器
で
も
同
じ
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
か
未
確
認
だ
が
、
表
面
の
仕
上
げ
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
、
備
前

焼
の
制
作
時
期
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

写
真
2
は
、
底
面
に
ヘ
ラ
状
工
具
で
「
九
」
と
描
く
。
伝
世
品
に
こ
れ
と
共

通
し
た
記
号
を
刻
む
事
例
が
あ
る
。
根
津
美
術
館
（
東
京
）
が
所
蔵
す
る
備
前

焼
の
緋
襷
鶴
首
花
生
で
あ
る
（
写
真
3
）。
ヒ
ダ
ス
キ
の
発
色
が
鮮
や
か
な
事

例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
優
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
高
さ
二
九
・
二
㎝
、

胴
径
二
一
・
八
㎝
を
測
り
、「
花
生
」
と
伝
わ
る
が
、
形
状
は
徳
利
で
あ
る
。

写
真
4
も
収
納
す
る
桐
箱
に
付
け
た
木
札
に
「
花
生
」
と
あ
り
、
大
形
の
徳
利

に
は
花
生
と
し
て
伝
世
す
る
例
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。

　

写
真
3
は
長
く
伸
び
た
頸
部
が
傾
き
、
下
膨
れ
状
に
丸
く
膨
ら
ん
だ
胴
部
の

外
面
に
は
、
回
転
を
利
用
し
て
横
方
向
へ
撫
で
た
痕
が
あ
る
。
底
面
に
描
か
れ

た
「
九
」
の
記
号
は
、
写
真
2
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
な
お
、
写
真
2
の

頸
部
が
写
真
3
と
同
じ
よ
う
に
傾
く
が
、
こ
れ
は
焼
成
時
の
偶
然
に
よ
る
も
の

か
、
意
図
し
た
も
の
か
は
判
断
が
難
し
い
。
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備
前
焼
に
記
号
を
刻
む
事
例
が
増
え
る
の
は
、一
六
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
号
は
「
窯
印
」
と
呼
ば
れ
、
作
者
か
注
文
者
を
示
す
と
も
い
わ

れ
て
き
た
が
、
現
状
で
は
窯
印
が
何
を
示
す
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
意

味
を
考
え
る
上
で
も
、
写
真
2
と
写
真
3
は
貴
重
な
事
例
と
い
え
る
。

　

写
真
2
と
形
や
大
き
さ
が
類
似
す
る
写
真
4
で
あ
る
が
、
底
面
の
記
号
は
異

な
り
、「
上 |
」
と
刻
む
。

　
ⅱ
．
美
濃
焼　

黒
織
部
茶
碗
の
陶
片

　

当
館
は
備
前
焼
だ
け
で
は
な
く
、
丹
波
、
信
楽
、
越
前
、
常
滑
、
美
濃
と
い
っ

た
窯
業
地
の
陶
片
も
収
蔵
す
る
。
そ
の
中
に
、「
本
屋
敷
」
と
注
記
し
た
黒
織

部
茶
碗
の
陶
片
が
あ
っ
た
（
写
真
５
）。
お
そ
ら
く
岐
阜
県
土
岐
市
の
元
屋
敷

陶
器
窯
跡
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
の
低
い
、「
沓
形
」
と
呼
ば
れ
る
茶

碗
の
破
片
で
あ
る
。

　

元
屋
敷
陶
器
窯
跡
に
は
複
数
の
窯
跡
が
あ
る
が
、発
掘
調
査
成
果
に
よ
る
と
、

黒
織
部
茶
碗
は
連
房
式
登
窯
で
あ
る
元
屋
敷
窯
で
焼
成
し
た
と
さ
れ
る
（
土
岐

市
教
育
委
員
会
・
土
岐
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
二
）。
こ
の
陶
片
も

元
屋
敷
窯
に
窯
詰
め
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

写
真
５
は
外
面
の
ほ
ぼ
全
面
に
文
様
を
描
き
、
向
か
っ
て
右
上
に
黒
釉
が
掛

か
る
。
白
濁
し
た
釉
薬
で
外
面
全
体
を
覆
う
が
、
黒
釉
の
縁
に
は
掛
け
残
し
が

あ
る
。
白
濁
釉
、
黒
釉
と
も
に
光
沢
は
な
く
、
カ
サ
つ
い
た
質
感
で
あ
る
。
黒

釉
の
発
色
は
不
完
全
で
浅
く
感
じ
ら
れ
、
淡
い
黒
褐
色
に
な
る
。
同
様
の
釉
薬

が
内
面
に
も
掛
か
る
。
断
面
に
は
、ご
く
微
細
な
気
泡
を
多
く
含
ん
だ
よ
う
な
、

や
や
脆
い
印
象
を
受
け
る
白
色
の
素
地
が
の
ぞ
く
。

　

黒
織
部
茶
碗
は
黒
釉
を
掛
け
外
し
て
、
窓
と
も
呼
ば
れ
る
空
白
部
分
を
胴
部

に
作
り
、
そ
こ
に
文
様
を
描
く
例
が
多
い
。
こ
の
破
片
は
、
文
様
を
描
い
た
胴

か
ら
腰
に
か
け
て
の
部
分
に
あ
た
る
。
文
様
の
上
半
に
は
、
横
線
を
ほ
ぼ
平
行

に
な
る
よ
う
に
三
条
ほ
ど
廻
ら
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
線
の
間
に
は
向
か
っ
て
左
上

方
を
開
放
し
た
三
日
月
状
の
弧
線
を
、
横
方
向
に
連
続
し
て
描
く
。
下
か
ら
二

段
面
の
弧
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
下
に
黒
丸
を
打
つ
。
下
半
は
一
㎝
前
後
の
間
を
空

け
て
縦
線
で
区
切
り
、
区
切
っ
た
中
に
は
咲
い
た
花
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な

文
様
を
描
く
。

　

内
外
面
と
も
に
ロ
ク
ロ
目
を
残
す
が
、
外
面
は
中
央
付
近
に
入
れ
た
一
条
の

縦
ベ
ラ
を
境
に
し
、
左
側
を
面
取
り
し
て
ロ
ク
ロ
目
を
消
す
。
外
面
下
端
の
屈

曲
部
分
に
は
鋭
い
稜
を
付
け
る
。
そ
の
稜
に
は
下
か
ら
押
さ
え
た
部
分
が
あ
り
、

横
か
ら
見
る
と
、
僅
か
で
は
あ
る
が
上
下
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
底
部
外
面

は
外
縁
に
浅
い
段
を
付
け
た
後
に
中
央
へ
向
か
っ
て
丸
く
膨
ら
み
、
そ
こ
に
は

胴
部
か
ら
流
れ
て
き
た
白
濁
釉
が
掛
か
る
。
底
部
と
胴
部
と
の
境
に
な
る
屈
曲

部
分
は
、
内
面
か
ら
丸
く
押
さ
え
ら
れ
て
深
く
入
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
横
へ
広

が
っ
た
亀
裂
が
外
面
に
ま
で
及
ぶ
。
厚
み
は
、
底
部
が
七
㎜
、
胴
部
が
五
㎜
程

度
で
あ
る
。

　

咲
い
た
花
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な
、と
説
明
し
た
外
面
下
半
の
文
様
だ
が
、

類
似
し
た
文
様
を
描
い
た
茶
碗
が
伝
わ
る
。
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る
黒
織
部

茶
碗
で
あ
る
（
写
真
６
）。
た
だ
し
、
当
館
の
破
片
は
黒
釉
を
掛
け
外
し
た
部

分
に
鉄
絵
で
描
く
が
、根
津
美
術
館
所
蔵
品
は
黒
釉
を
掛
け
た
部
分
に
線
刻
し
、

そ
こ
に
透
明
釉
を
掛
け
て
白
抜
き
で
表
現
す
る
。
白
色
と
黒
色
の
関
係
が
反
転

す
る
。
見
込
み
が
深
い
筒
形
に
な
る
点
も
異
な
る
。
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根
津
美
術
館
の
黒
織
部
茶
碗
は
、
上
か
ら
見
る
と
角
を
丸
く
し
た
三
角
の
よ

う
な
形
に
な
り
、
胴
部
に
で
き
た
最
も
幅
の
広
い
平
坦
面
で
は
な
く
、
幅
の
狭

い
平
坦
面
と
そ
の
背
面
に
あ
た
る
角
状
の
部
分
に
、
黒
釉
を
掛
け
外
し
た
窓
を

作
る
。
正
面
に
し
た
三
角
形
の
窓
に
は
唐
草
状
の
文
様
を
、
背
面
の
長
方
形
の

窓
に
は
籠
目
文
と
石
畳
文
を
描
く
。
窓
の
上
端
は
そ
れ
ぞ
れ
口
縁
部
下
の
屈
曲

部
ま
で
と
な
り
、
外
へ
と
開
く
口
縁
部
か
ら
内
面
に
か
け
て
黒
釉
を
重
ね
掛
け

す
る
。
胴
部
の
黒
釉
部
分
に
は
先
に
紹
介
し
た
文
様
の
ほ
か
、
そ
の
反
対
面
に

も
丸
い
も
の
を
二
つ
ず
つ
四
列
に
分
け
て
吊
り
下
げ
た
よ
う
な
文
様
を
線
刻

し
、
窓
や
線
刻
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
全
面
に
透
明
釉
を
掛
け
る
。

　

丸
や
四
角
な
ど
を
上
か
ら
吊
し
た
よ
う
な
文
様
は
他
の
織
部
茶
碗
に
も
見
ら

れ
、「
干
し
柿
文
」
や
「
瓔
珞
文
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
干
し

柿
や
瓔
珞
と
す
る
明
確
な
根
拠
は
な
い
。
植
物
、
果
実
、
鳴
子
、
瓢
箪
な
ど
を

吊
し
た
様
子
を
描
い
た
と
さ
れ
て
き
た
志
野
や
織
部
の
文
様
を
「
吊
し
文
」
と

一
括
し
、
近
畿
地
方
に
お
い
て
「
勧
進
縄
」
や
「
勧
請
吊
」
と
呼
ば
れ
る
吊
し

飾
り
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
（
荒
川
二
〇
〇
七
）。

お
わ
り
に

　

以
上
、
収
蔵
品
の
整
理
と
再
調
査
を
進
め
る
中
で
得
た
成
果
に
つ
い
て
報
告

し
て
き
た
。
作
成
し
た
リ
ス
ト
を
基
に
編
集
し
た
写
真
８
は
、
展
示
へ
の
感
想

や
希
望
を
記
入
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
付
け
て
、
展
示
室
で
配
付
す
る
予
定
で
あ

る
。
備
前
焼
の
変
遷
を
示
し
た
写
真
１
は
、展
示
補
助
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
精
度
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、

来
館
者
の
感
想
や
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
更
新
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
展
示
す
る
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
窯
跡
採
集
資

料
の
中
か
ら
、
特
徴
が
共
通
す
る
伝
世
品
が
見
つ
か
っ
た
備
前
焼
の
徳
利
と
美

濃
焼
の
黒
織
部
茶
碗
を
紹
介
し
た
。
こ
の
二
つ
は
、
伝
世
品
を
焼
成
し
た
窯
と

制
作
年
代
を
検
討
す
る
参
考
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
。
と
も
に
一
七
世
紀
前

半
、
い
わ
ゆ
る
桃
山
時
代
の
作
品
で
あ
る
。

　

写
真
7
で
示
し
た
徳
利
の
変
遷
は
、
全
体
の
形
が
わ
か
る
館
蔵
品
を
利
用
し

て
作
成
し
た
。
変
遷
を
考
え
る
際
に
は
、
伊
部
南
大
窯
跡
と
そ
の
周
辺
窯
跡
の

発
掘
調
査
成
果
を
参
照
し
た
。
提
示
し
た
作
品
は
、
比
較
的
大
き
な
徳
利
が
中

心
と
な
っ
た
が
、
伝
世
品
や
発
掘
出
土
品
を
見
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
種
類
が

あ
る
。
な
か
で
も
、現
在
好
ま
れ
る
掌
へ
の
収
ま
り
が
よ
い
小
ぶ
り
な
徳
利
は
、

当
館
の
所
蔵
品
に
は
な
く
、
紹
介
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
写
真
7
は
全

体
像
を
充
分
に
網
羅
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
本
来
は
小
形
品
も
含
め
た
上

で
、
胴
部
形
状
の
系
統
別
に
変
遷
を
示
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

状
で
知
り
得
る
作
品
を
見
る
限
り
、
口
縁
部
の
み
に
注
目
し
て
も
一
定
の
傾
向

は
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
試
案
と
し
て
示
し
た
。

《
参
考
文
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土
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会
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市
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　『
元
屋
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窯
跡
発
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調
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図１　備前市伊部と佐山周辺の窯跡分布図（S=1/40,000）

※ 岡山県教育委員会　『改訂　岡山県遺跡地図』第６・９分冊　岡山・東備地区　2003

　に基づき作成。窯跡の番号と図２～６の時代表記は、この遺跡地図に従う。

　ただし、発掘調査が行われた窯跡の時代は、発掘調査報告書を参考にした。



44

図２　備前市伊部と佐山周辺の窯跡分布図　古墳時代末～奈良時代（S=1/40,000）
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佐山
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217
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分布は佐山周辺の山裾付近と、地図外の南西地域（瀬戸内市長船町西須恵や瀬戸内市牛窓町長浜の寒風など）に広がる。

古墳時代末から飛鳥時代までの須恵器窯跡は、佐山よりも西須恵や長浜周辺に多い。佐山に窯跡が増えるのは奈良時代から。
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図 3　備前市伊部と佐山周辺の窯跡分布図　平安時代（S=1/40,000）
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佐山

131～135

217

平安時代前半は佐山周辺とその南に分布の中心があるが、後半になると佐山の窯跡数は減少し、分布範囲は北へと広がる。

平安時代の終わり頃には、伊部周辺の山裾付近に窯を築く。時代が新しくなるにともない、分布の中心は北へと移る。
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図 4　備前市伊部と佐山周辺の窯跡分布図　鎌倉時代（S=1/40,000）

伊部

佐山

111

窯跡は佐山から大幅に減少し、伊部周辺の山中に増加する。谷筋に沿って山の奥に入った高い地点でも確認例が増える。

伊部地域の周辺以外には、ほとんど窯を築かなくなる。
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図 5　備前市伊部周辺の窯跡分布図　上：室町時代　下：安土・桃山時代（S=1/40,000）
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伊部
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図 6　備前市伊部周辺の窯跡分布図　江戸時代（S=1/40,000）

伊部

佐山

室町時代から、伊部周辺の山裾付近に 20m を超える窯を築く。以後、窯の長大化が進む。

安土・桃山時代以降は、窯を築く位置が南大窯、北大窯、西大窯の 3 地点周辺に限られる。

　備前市伊部の南に広がる邑久窯跡群では、古墳時代後期から須恵器生産が始まる（木鍋山 1 号窯跡）。飛鳥時代から奈良時代

までは、備前市佐山、瀬戸内市長船町西須恵、瀬戸内市邑久町長浜（寒風古窯跡群）一帯に須恵器の窯跡が分布するが、平安時

代を通じて分布の中心は北へと移り、平安時代の終わり頃からは、伊部地域とその周辺において無釉のやきものを焼成する窯を

継続的に築く。それは現代まで続く。
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